
　10．九州（地域別調査機関：（財）九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・２月に入り寒さが続いており、平年並みの売上、来
客数であったが、中旬以降、平年以上の天候（気温）
に恵まれ来客数が増加した。また、20日より「佐賀城
下ひな祭り」が開催され、久しぶりに商店街に活気が
出てきた。今月の売上は数年ぶりに前年比微増となり
そうである。

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・エコポイント制度の効果から、薄型テレビだけでな
く冷蔵庫の動きも良くなってきた。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・暖冬であるため、前年に比べ来客数の増加が見受け
れられる。

その他専門店
［書籍］（店
長）

単価の動き ・来客数の回復以上に売上金額が回復しており、客単
価が高くなってきている。

観光ホテル（総
務担当）

販売量の動き ・全体の収入は増加傾向にあるが、これは宴会部門の
好調によるもので、宿泊・レストラン部門は厳しい状
況が続いている。

都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・２、３月は例年通り受験生、団体、イベント、ス
ポーツ関係の予約が入っている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・２月に入って来客数、予約数ともやや戻りつつあ
る。行先では東京方面が好調で、ビジネス出張もやや
回復している。海外旅行は単価が落ちているほか、取
扱量も前年を下回っている。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

競争相手の様子 ・他社を含め中間決算は軒並み改善傾向にあり、業界
全体として業績が好転している。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・商店街への来街者数は年々減っており、空き店舗が
多く寂しい状況である。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客は商品を買おうという気持ちはあるが、いろいろ
見た結果、最終的に、見るだけで買うというところま
ではいかない。いつも安い商品が買われている。

一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・ネットでの売上が３～４倍となっているほか、卒業
式の予約等もそこそこ売上が上がっている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・何か月か同じ傾向であり、価格が安くても余計なも
のは買わないという傾向が続いている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・決算全店割引セールと物産催事を開催し、来客数及
び売上促進を目指したが、買物への慎重な姿勢は変わ
らず、目的の割引商品のみの購入が多く、買い回りや
もう１品追加で買う客が減少した。また、抽選会や入
会メリットをつけたクレジット新規入会に対しても慎
重で、客は信用買いを避け、依然として現金重視の堅
実な購買が続いている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・一部商品部門で回復の兆しもみられるが、全体とし
ては消費の動きは厳しい。ただ、春節に伴う中国人観
光客の来店による売り増しはあった。

百貨店（企画） 販売量の動き ・売上高の前年比減少幅が一向に縮まらない。わけあ
りセールや会員限定の割引セールは好調だが、日々の
基礎となる売上の低迷に歯止めがかからない。海外ブ
ランド品等も相変わらず苦戦している。客の低価格志
向がますます強まっている。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・依然として客の財布のひもは固く、堅実な買物志向
である。ただし、堅実ながらも必要と感じたものに関
しては財布のひもが若干緩くなっている。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・売上だけをみるとほとんど３か月前と同じである。
今月はランタンフェスティバルがあったため、バレン
タイン以降、かなり来客数が増えているが、売上がそ
れに伴っていない。理由として、衣料品の客単価が上
がっていないこと、食料品催事、イベント関係以外の
通常の食料品があまり良くないことが挙げられる。

家計
動向
関連



百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・大きなマイナストレンドが続いている。一部の業種
に景気の回復感はあるようだが、百貨店をとりまく環
境は厳しい。特に宝飾、美術品などの高単価商品が不
振である。食品については健闘しているものの、全体
を押し上げるほどの売上シェアは無い。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・今、客が迷わず買うのは食料品しかない。２月とい
えばファッション商品も端境期だが、例年であれば冬
物の最終処分期では来年のことを考えて購入する客が
目立ったが、今年は、必要なモノ以外購入しないとい
う意識が強い。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・デフレのためか、客単価が下がっている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・先行きの不安感から消費者の節約志向は依然として
強まるばかりである。特に食料品等においても低価格
品への需要シフトが起こり、他社との値下げ競争も厳
しくなり、収益が悪化している。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・ポイントカード利用比率がだんだん高まっている。
特に食品、日用雑貨等の一部の商品にボーナスポイン
トをつけているが、その商品を購買する客が増加傾向
にある。また、日用品のまとめ買いがやや上昇してい
る。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・来客数は若干下降気味であるが、むしろ客単価の減
少が目立つ。高額商品が非常に売れなくなったほか、
買上点数そのものが少なくなった。

スーパー（企画
担当）

それ以外 ・相変わらず消費者の買い控え、低価格品購買は顕著
である。冷え込みが強い日が続いても、客単価を高め
る鍋等の季節商材が以前とは違って動かず、苦戦して
いる。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・前年の夏前からの売上低迷が依然として続いてい
る。ただ、悪くなったままで、どんどん下がり続けて
いるわけではない。特に１品単価の減少が大きい。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・一部の店では来客数が増加しているが、客単価は依
然として落ち続けている。目的買いの商品を置いてい
るコンビニは、客単価が上がらないと景気が上向いて
いるとは言えず、引き続き悪い状況が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

お客様の様子 ・前月に比べ来客数が増えることはないが、目的買い
の客の割合が高まった。また、店の前で年度末の道路
整備が始まり、来客数が減った。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

お客様の様子 ・客はセール商品に対する反応が良く、お得感のある
商品の動きは非常に良いが、定価販売商品はそれほど
動かない。

衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・入卒用スーツの値段を聞いて、購入を控える客が多
かった。持っているものに少し何か買い足して工夫す
る客が多く、客単価が低かった。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・春物の立ち上がり時期であるが、気候の良い時は売
れるが寒い日になると見向きもされない。３か月前に
比べ良い時も悪い時もあり、なかなか難しい月であっ
た。売上は前年と変わらず悪いままである。

乗用車販売店
（従業員）

競争相手の様子 ・客はいろいろ見て回っており、価格競争が起き、厳
しい。

乗用車販売店
（販売担当）

単価の動き ・エコカー減税により、来客数、販売量とも３か月前
に比べ上向いてきたが、購入価格は低価格帯にシフト
している。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・エコカー減税・補助金等の施策の恩恵を受け、販売
台数は高水準であり、前年比で大きく増収増益となっ
ている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

お客様の様子 ・顧客の燃料油消費は前年とさほど変わりがないよう
に聞くが、ゴルフ等のレジャーにかける経費支出につ
いては、格安日を選んで行っている等の話を聞くの
で、節約志向がうかがえる。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

来客数の動き ・客の購入単価が下がるとともに、購入個数も落ちて
きているため、販売数量、販売金額ともに減少してい
る。

旅行代理店（業
務担当）

販売量の動き ・依然として客の動向に大きな改善の兆しが見られな
い。

タクシー運転手 来客数の動き ・日中でも全く客が動かず、売上が全く上がらない。



タクシー運転手 来客数の動き ・選挙があり、月前半は悪かったが、後半はランタン
フェスティバルの開催から盛り上がり、全体では変わ
らない。

通信会社（管理
担当）

それ以外 ・相変わらず資金繰りが厳しい状態が続いている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・法人客の携帯電話の購入数が全く伸びていない。

通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・学生対象のキャンペーンが始まり、新規販売の台数
は少し増えてきた。しかし同時に来店する家族への取
替販売が思った以上に伸びなかった。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・個人旅行、スポーツキャンプが堅調に推移し、横ば
いの状況である。韓国からの観光客も徐々に回復しつ
つある。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・来客数の伸びが前年比１割減であり、前月、前々月
と比べても１割減である。地元客、県外客がそれぞれ
大きく減少しており、今が一番底と思われるくらい落
ち込んでいる。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・寒さが続き、一時的に客足が鈍くなったが、天候の
回復とともに来客数も徐々に増してきた。

美容室（店長） 来客数の動き ・卒入学、結婚式等の着付けの予約はあるが、その他
はたいして変わらない。

音楽教室 お客様の様子 ・生徒募集状況に関して通常はもっと盛り上がるが、
今年は予想外に出足が悪い。来月の予約状況も前年に
比べ悪く、以前と同じ傾向が続いている。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・経済的な余裕が少し出てきて、問い合わせ等はかな
り出てくるようになったが、客の要求、特に価格がシ
ビアになっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・来街客数が減少し、購買単価もかなり下がってい
る。近隣商業ビルの閉店等の暗い話題が多く、商店街
の売上、個人消費全体とも大きくマイナスとなってい
る。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・土曜日、日曜日の市内中心商店街への通行量が減少
している。特に低所得者の先行き不安による購買力の
低下は著しい。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

単価の動き ・相変わらず来客数、購入単価、外販での電話注文は
減っている。時々、通常の割引商品を更に値引きする
売り出しをするとすぐに完売するため、低価格志向は
強い。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・流れとしては良くないが、今月に限っては、食品催
事にかなりの集客があり、買回り品の売上も上がっ
た。高額品の動きもみられ、少し上向く兆しが見え
た。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・メディアの影響もあるせいか、リストラが流通業ま
で浸透してくる状況になり、客の買い控えがいっそう
進んでいる。食品は前年比80％台となったほか、衣料
も同60％台と悪く、冬物がさっぱり売れなかった。

スーパー（店
長）

単価の動き ・１人当たりの買上点数、客数は変わらないが、単価
の下落が大きい。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・これまで動いていた衣料品の売上もかなり落ちてき
て、なかなか上がる様子がない。客単価も下がってい
る。買上点数は上がっているが、１品単価が落ちてお
り、悪い状況にどんどん進んでいる。

スーパー（店
長）

単価の動き ・全体的な来客数は変わらないが、特に食料品は売上
と客数の伸び率の差がますます広がり、３％も差が出
てきた。デフレ販売競争のなかで、客単価の下落が
はっきりしてきた。来店頻度と特売合戦で来客数増を
もくろむが、価格競争で単価も下げてしまっている。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・販売量、販売単価ともに下降気味である。客は価格
に敏感で、必要最小限の購買が続いている。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・依然として予算比、前年比ともマイナスであるが、
全体的にみると５％減少している。食パンは前年比
10％減である。緩やかに生産高が減少しているなか
で、他社に需要を奪われているせいもあるが、悪いま
まの傾向が続いている。

乗用車販売店
（管理担当）

販売量の動き ・２月は自動車の需要月であるため買い意欲が高い時
期であるが、例年と比較してそう盛り上がらない。減
税、補助金効果はあるものの、買い控えで厳しい状況
になってきている。



住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・毎月行っているキャンペーンの来客数は今年に入り
下げ止まりの傾向にあるが、店舗への来客数は先月後
半より減少気味である。シーズンの学習机も機種によ
り売上に偏りがあり、全体として良くない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・まだまだ動きが悪く、予約客が伸びなかった。地域
イベントや観光協会によるランチイベントで売上は動
いたが、夜の集客は思ったほどではなかった。前年の
米国の大手金融機関の破たんの頃と比べるとやや持ち
直しているが、依然として厳しい。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・相変わらず来客数の落ち込みが続き、特に週末はひ
どい状況である。

タクシー運転手 お客様の様子 ・月後半はキャンプの影響で客が多かったが、月前半
は昼夜ともに人の動きが少なかった。

競馬場（職員） 販売量の動き ・下げ止まり感が全く感じられない。また、繁華街の
人の少なさも非常に気にかかる。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約数量の前年割れに歯止めがかからない。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・３か月前は年末商戦でかなり売上が上がっていたの
で、それに比べると悪い。

一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・果実関係、特産品の完熟きんかん、日向夏の中央市
場の相場が前年より２～３割安い。それ以外にも、特
産品であるきゅうり、ピーマンといった県外の引き合
いもの以外の地場で消費されるものがかなり安い。厳
しい状況である。

一般小売店［精
肉］（店員）

お客様の様子 ・景気悪化のため大手取引先との契約が打ち切りに
なった。この流れは変わりそうにない。

百貨店（営業担
当）

競争相手の様子 ・市内商店街の空き店舗率がさらに上昇している。ま
た、大型店の撤退の話も出てきており、厳しい状況で
ある。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・先月と変わらず来客数は減少している。また、客の
１人当たりの買上点数も減っており、売上は大幅に減
少している。今月は28日と営業日数も少ないことか
ら、利益についても厳しい状況である。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・年金が出る月はある程度売上が上がるが、相変わら
ず売上ゼロの日が続いている。景気が良くなる兆しは
ない。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・２月になって来客数、売上とも前年の半分くらいで
ある。とにかく来客数が少ない。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・消費者は外食を控え、買物もできるだけ出費を控え
安いものしか買わない傾向が続いている。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

金融業 取引先の様子 ・製造業については、以前は生産計画が不透明な状況
であったが、４月以降の生産の目処が立ってきた。水
準は高いとは言えないものの、前年比プラスとなる様
子である。派遣業にも製造業からのオファーは多く寄
せられている。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・年末までの厳しい状況を脱し、環境が上向いてきた
という発言を取引先からよく聞くようになった。

変わらない 繊維工業（営業
担当）

競争相手の様子 ・同業者の話でも忙しくなっておらず、繁忙期のよう
な状況はない。４月からの不安が大きくなる。

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・大型商業施設からの発注から、今月は比較的忙しい
月であった。落ち込んだ状況が続いているなかで一時
的な需要だと思われる。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ギフトや高額商品はあまり動いておらず、低価格商
品にシフトしている。原材料高で商品は安くなってお
り、窮地に立っている。一部の商品は動いているがこ
れも夏場にかけて難しい。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客の引き合いや受注量に大きな差はなく、しかも先
の見通しが不明である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・景況は下向きか、悪い状況のまま横ばい状態であ
る。特に自動車関連の落ち込みが厳しい。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・半導体関連、特にリードフレーム、コネクタ－関連
は二番底が来るのではないかと心配していたが、意に
反し非常に好調に推移している。受注量の確保も容易
にできているし、実質的にフル操業の状況が続いてい
る。

企業
動向
関連



電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・すでに今の生産状況は満杯でありこれ以上増やすこ
とはできず増員もしている。フル操業の良い状態が変
わっていない。

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・前月と同様、受注、販売ともにかなり低迷してい
る。問屋及び二次店が在庫をストックしており、余剰
在庫は必要ないため、物が動かない状況がまだまだ続
いている。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・預かっている荷物の荷動きが非常に少なくなってい
る。貨物の種類に関係なく全体が悪い状況である。

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・取引先の状況は、前向きな資金調達という申込は全
くなく、当面の資金繰り確保といった性質の融資の申
込が多かった。また、個人に対しても給料の減額等に
よる影響と思われるが、住宅ローンの条件変更の問い
合わせが数件見受けられるなど、状況は依然として法
人、個人ともに厳しい状況である。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・返済条件の緩和についての申込が個人の住宅ローン
で目立つようになってきた。

金融業（調査担
当）

それ以外 ・外需を主因として生産活動は持ち直しの動きが続い
ている。一方、雇用や個人所得は依然として厳しく、
消費は回復していないため、企業業績の改善ほどは景
気回復を実感できない。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・受注量の減少と同時に、単価が落ちたことが目立
つ。

その他サービス
業［物品リー
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月の引合案件及び情報案件の低下傾向は継
続中であり、その結果、当社契約額も下がったまま低
空飛行が継続している。

やや悪く
なっている

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・日数が少ないこともあるが、前年比約85％の売上で
ある。スーパー、居酒屋、加工メーカー筋のすべてに
おいて悪い状況である。予想以上に厳しい数字に困惑
している。

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・官公庁からの発注が２月はまだあるが、３月は数件
と非常に少なく、全く予定が立たない状況である。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・今年になってからかなり販売量等が厳しいが、特に
２月はもともと日数が少ない上に今年は雪が降ったり
と気候的にも厳しかった。実際に稼働できる日数がか
なり狭まっており、月の売上としてはかなり低下して
いる。

悪く
なっている

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・酒類卸売業の再編が始まっている。売上確保のた
め、食品ビジネスに着手する企業が増えている。

その他サービス
業

受注量や販売量
の動き

・市町村の建設関係のコンサルタント業務や福祉関係
のコンサルタント業務は、市町村の財源不足で発注量
が減少している。発注しても人件費程度の支払しか計
上しなくなってきているため、以前と同じ仕事をして
も半額以下の利益しかなく、経営的に悪くなってい
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・短期、単発の派遣注文が増えているほか、４月から
の長期注文も増えている。

学校［専門学
校］（就職担
当）

周辺企業の様子 ・貿易関係の企業を訪問したところ、確実に輸出入の
貨物の動きが良くなってきたとの事である。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・急激な変化はなく、下げ止まりにきた印象がある。
一時はイベントの数も減少したが、現在は小規模低予
算の動きが出てきた。全体の売上としては低迷のまま
落ち着いたといえる。取引先には１～３月までの予定
行事をすべて凍結し、来期に備えているところもあ
る。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人の動きに変化が感じられない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・年明けから比較すると、新聞広告の求人がやや上向
きになってきた。特に受験シーズンを背景に塾講師等
の募集が増えてきた。しかし、景気が良くなってきた
というほどではない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は12月に比べ34％増加しており、前年比
でも3.2％増加している。月間有効求人数も前月比
0.2％増、前年同月比8.2％増となっている。求人はわ
ずかに持ち直している感はあるものの、経済対策の後
押しがあってのことであり、景気回復感は弱い。

雇用
関連



学校［大学］
（就職担当者）

求人数の動き ・平成23年３月卒業予定者を対象とする学内セミナー
の申込件数は前年度実績を２割以上下回っている。ま
た求人については、多くが採用数抑制傾向にあり、依
然として厳しい就職環境となっている。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・派遣法の改正を踏まえ求人が減っている上、正規雇
用するほどの体力が企業側にないため、政策と現状が
ちぐはぐになっている。

悪く
なっている

民間職業紹介機
関（支店長）

それ以外 ・自動車、半導体関連等の一部の製造業では生産が上
向きつつあるが、派遣労働者の需要喚起にはほど遠
い。３月は年度末需要増加どころか、契約終了数が
ピークを迎える月に一変した。


